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5一アミノー1H－テトラゾールと硝酸ストロンチウム混合物の  

燃焼特性  

蓮江和夫●，パイサーン・プンヤラッド，宮田泰好◆，高木誠一一●   

エアバッグのガス発生剤として用いられているアジ化ナトリウムは毒性があり，重金属との化合物  

は爆発性があるため，これに代わるガス発生剤の研究が盛んに行われている。本研究ではテトラゾー  

ル系化合物のうち容易に入手できる5－アミノー1H一テトラゾールと硝酸ストロンチウムとの混合物を  

作製し，燃焼特性について調べた。混合物のストランドを作製し．燃焼速度．燃焼面近傍の温度変化  

を調べた。熱生計を使用して爆発熱と燃焼ガス発生速度の測定及び燃焼生成物の同定を行った。最大  

燃焼速度（1MPaのとき7mm／s）及び最大ガス発生速度は化学盈論比で得られた。燃焼面近傍の温度  

変化の測定により5－アミノー1H－テトラゾール，硝酸ストロンチウムの融解に起因すると思われる形  

状が観測された。爆発熱の最大値は可燃物畳38wt％で得られた。熱分解装置を用いて473Kから  

1073Kで反応させ，生成物を質量分析計で同定した。化学平衡計芽により断熱火炎温度，爆発熱及び  

生成物を求め，熱風計及び熱分解装置の結果と比改した。  
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Fig．1Chemical8truCtureOf5－8mino－1H－tetraZOl  

（HAT）  

2．粟蜃方法  

2．1試  料   

本実験で用いたテトラノール系化合物は容易に入手  

できるHATとした。Fig．1にHATの構造式を示す。  

燃焼試験に用いたHAT（藤本化学典品）は粉砕後，ふ  

るい分けし（平均粒径0．074mm），318Kで5時間真空  

乾燥した。酸化剤には318Kで5時間其空乾燥した平  

均粒径0．024mmのSrNを用いた。   

燃焼速度（以後rと略記）の測定にはHATとSrNの  

混合物約4gを約180MPaで加圧して得られた約5×  

5×70mmのストランドを用いた。燃焼面近傍の温度  

を測定するために，直径0．025mmのK（クロメルー  

アルメル）熱電対をストランド中に埋め込んだ。エポ  

キシ樹脂のレストリクタを施されたストランドは，  

直径0．6mmのニクロム線を赤熱させて点火された。  

HAT含有量（以後∈と略記）は30から50wt％まで変  

1．緒  言   

自動車用エアバッグのガス発生剤は主としてアジ化  

ナトリウムと酸化剤の混合物が使用されている。アジ  

化ナトリウムは発火事故が起きたり，重金属との化合  

物は爆発他物質になり，副生するアジ化水素ガスは爆  

発性があり，また人体にも有事であるためアジ化ナト  

リウムを使用しないガス発生剤の研究が行われてい  

る。筆者らは蛮素ガス発生剤の主剤として盛んに研究  

の行われているテトラノール系化合物のうち，容易に  

入手できる5－アミノー1H－テトラノール，CH。N5（以  

後HATと略記）に着日し．種々の酸化剤との混合物を  

作製し燃焼特性を調べている。本研究では酸化剤を硝  

酸ストロンチウム，Sr（NOユ）＝（以後SrNと略記）とし  

て．HATとの浪合物について，その燃焼特性を調べ  

た。テトラゾール系化合物の熱分解及び密閉型の小型  

燃焼暑引こよる′ト規模の試験結果の報告はあるが1）2I，  

本研究では過去に報告のない爆発熱，最適混合比，燃  

焼面近傍の温度変化 ストランドの燃焼速度，燃焼生  

成物について調べたので報告する。  
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Combustion characteristics of5－amino－1日－tetraZOle  
and strontium nitrate mixtures  
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andJyouichiTÅⅨAGI●   

Thi8paperdeJ）Cribe8the8tudyconcerningfundamentalcombu8tionLbature80fthemixture80f5－  
8mino－1H－tetr8ZOle（HAT）and8trOntiumnitrate，Sr（NO，）：．Tbtra2iOleBhavebeon8tudiedABa  

replacementfbr80dium82：ideandHATlatypiealtetra2ble，WaBCho8eninthi88tudybe飴u8eitiB  

readilyavai1able．TheHAT／8trOntiumnitratemiⅩture8WereCOn801idatedtoformte8tBtrand8．A  

Chimneytype8trandburnerwithopticalwindowBWaBu8edtomea8urethebumingmteorthe8trandB  

andahotempemturepro丘1einthevici山tyofbming8urhcew舶Obtained．Themaximumbuming  

mteforHAT／8trOntiummitratemixtureAtlMP且Wa8about7mm／8WhentheHAT00nOentrationwa8  
36・5wt％whichi8a8tOichiometricratio．ThegaBeOuBprOduct＆OrthecombuBtionwereanalyzed  

by8g88Cbomato訂aphyandthemainproductswereN2，CO2，0＝，andCO．meheatofexplo8ionor  

HAT／Sr（NO，）：reZIChed8maXimumwhentheHATconcentrationwa88pprOXimately38wt％．me  

time・Pre88urt）relation8hipw朋Ob8eZ・Vedwhiletheheatofexplo8ionwa8mea8uredinacal0ri皿eterl  

Themo8tVigorou8re8Ctionwa80b8erVedatHATconcentrationof36．5wt％．Theequilibrium  

thermodynamiccalculation80fthete8tedmixture8WereCarriedouL．modelingthe8itu＆tioninthe  

鴨lorimeterbomb．U8ingthi8prOgram，a88umingcon8tantVOlume．adiabaticnametemperAture，  

heatofexploBion．aJldcombu8tionproduct8Weree8timated．Themaincombu8tionproductBat298K  

andadiabaticnametemperaturewereobtained．Thepyroly8i8Wa8Carriedoutfrom473Ⅹto1073K  

andthe00mbu8tionproduct8Wereidenti丘edbythema888peCtrOmeterl   
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